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入

所

式 
春
風
の
心
地
よ
い
２
０
１
９
年
４
月
４
日
。
川
口

太
陽
の
家
入
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
入
所

者
は
４
名
。
サ
ン
だ
い
ち
班
に
加
藤
朱
生
（
か
と
う

し
ゅ
う
）
さ
ん
、
金
進
（
き
む
じ
ん
）
さ
ん
。
あ
お

ぞ
ら
班
に
は
浅
子
太
一
郎
（
あ
さ
こ
た
い
ち
ろ
う
）

さ
ん
。
き
ら
っ
と
班
に
は
白
井
浩
太
郎
（
し
ら
い
こ

う
た
ろ
う
）
さ
ん
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
緊
張
し
た

表
情
、
や
る
気
に
満
ち
た
表
情
、
ち
ょ
っ
と
不
安
な

表
情
。
と
て
も
凛
々
し
い
顔
つ
き
。
社
会
人
と
し
て

の
立
ち
振
る
舞
い
が
ビ
シ
ビ
シ
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。 希

望
の
職
場
に
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
た
人
、
新

た
な
決
意
で
川
口
に
来
た
人
、
「
こ
れ
が
や
り
た
い
」

と
目
的
を
持
っ
て
き
た
人
な
ど
思
い
は
様
々
で
す
。

４
名
の
皆
さ
ん
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
沢
山

の
希
望
や
願
い
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に
活
動
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
仲
間
が
参
加
す
る
入
所
式
と

な
り
ま
し
た
。
先
輩
と
し
て
の
一
言
や
挨
拶
は
立
派

で
、
頼
も
し
い
姿
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
仲
間
た
ち
は

ス
ゴ
い
！
（
高
橋
実
） 

次
の
日
の
４
月
５
日
は
、
障
害
者
支
援
施
設
「
は

れ
」
の
竣
工
式
で
し
た
。
当
日
は
奥
ノ
木
川
口
市

長
を
は
じ
め
、
１
３
０
名
を
超
え
る
関
係
者
の
方

の
ご
参
加
が
あ
り
、
盛
大
に
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
は
れ
」
の
お
披
露
目
に
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

た
事
は
大
変
光
栄
で
し
た
。 

荒
馬
座
の
演
舞
か
ら
始
ま
り
、
高
橋
理
事
長
や

廣
川
後
援
会
会
長
の
挨
拶
、
そ
の
後
、
松
本
事
務

局
長
か
ら
事
業
の
経
過
報
告
が
さ
れ
、
最
後
に
関

係
者
の
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
奥
ノ
木

市
長
や
関
係
者
の
ご
挨
拶
か
ら
は
「
は
れ
」
や
み

ぬ
ま
福
祉
会
へ
期
待
を
寄
せ
る
言
葉
も
頂
き
ま
し

た
。 川

口
と
い
う
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
資
源
。
み
ん
な
の
力
で
つ
く
っ
た
「
は
れ
」

の
誕
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
！
！
が
ん

ば
ろ
う
「
は
れ
」
！
！
が
ん
ば
ろ
う
「
み
ぬ
ま
福

祉
会
」
！
！
（
高
橋
実
） 

 

 

は

れ

竣

工

式 

新入所者のみなさん、おめでとうございます！ 



こ
ん
に
ち
は
。
川
口
太
陽
の
家
の
あ
お
ぞ
ら
班
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
、
大
里
裕
菜
と
申
し
ま
す
。
大
学
院
で
教

育
を
学
ん
で
お
り
、
学
び
の
中
で
大
田
堯
先
生
が
ご
出
演

さ
れ
て
い
る
『
か
す
か
な
光
へ
』
と
い
う
映
画
を
見
て
川

口
太
陽
の
家
を
知
り
ま
し
た
。
映
画
の
中
で
、
表
現
活
動

が
生
ま
れ
た
経
緯
や
そ
の
表
現
の
面
白
さ
、
仲
間
た
ち
の

輝
き
、
職
員
さ
ん
た
ち
の
姿
勢
に
魅
力
を
感
じ
、
研
究
対

象
地
と
し
て
お
世
話
に
な
る
中
で
入
職
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
今
働
け
て
い
る
事

が
本
当
に
嬉
し
く
楽
し
い
で
す
。
あ
お
ぞ
ら
班
で
は
、
仲

間
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
の
毎
日
で
、
仕
事
を
す
る

仲
間
た
ち
の
姿
勢
と
技
術
、
ア
イ
デ
ア
に
日
々
感
嘆
し
て

い
ま
す
。 

高
校
で
は
長
唄
と
軽
音
楽
、
大
学
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

と
弾
き
語
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
問
わ
ず
色
々

な
音
楽
を
聴
い
た
り
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
や
、
舞
台
や
ラ

イ
ブ
に
行
く
事
も
好
き
で
す
。 

と
て
も
魅
力
的
な
仲
間
た
ち
と
先
輩
職
員
と
一
緒
に
、

仲
間
か
ら
信
頼
し
て
も
ら
え
る
職
員
を
目
指
し
て
日
々

奮
闘
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

         

    

初
め
ま
し
て
。
船
越
美
恵
と
申
し
ま
す
。
私
が
み
ぬ
ま

福
祉
会
に
入
職
し
た
の
は
、
２
０
０
２
年
『
工
房
集
』
が

開
設
し
た
年
で
す
。
あ
れ
か
ら
１
６
年
程
が
経
ち
、
今
年

度
か
ら
川
口
太
陽
の
家
に
異
動
と
な
り
、
サ
ン
だ
い
ち
班

の
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
元
気
と
笑
顔
溢
れ
る
仲
間
達
や

熱
い
思
い
を
抱
い
た
職
員
の
方
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

仲
間
と
一
緒
に
裂
い
た
ウ
エ
ス
１
枚
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
た
り
、
一
緒
に
働
く
仲
間
や
職
員
が
お
互
い
を
支

え
合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
が
、
日
々
の
仕
事
へ
の
活
力

に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

私
も
川
口
太
陽
の
家
の
一
員
と
し
て
、
仲
間
や
職
員
、

家
族
の
方
々
の
力
に
少
し
で
も
な
れ
る
よ
う
に
、
皆
様
と

共
に
実
り
あ
る
日
々
を
こ
れ
か
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

好
き
な
食
べ
物
は
苺
で
、
苺
の
季
節
に
は
、
ケ
ー
キ
バ

イ
キ
ン
グ
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
！
！ 

      

初
め
ま
し
て
。
今
年
度
よ
り
入
職
し
ま
し
た
、
石
渡
健

登
と
申
し
ま
す
。
川
口
太
陽
の
家
の
き
ら
っ
と
班
に
配

属
と
な
り
、
毎
日
仲
間
と
先
輩
職
員
の
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

前
職
は
地
元
で
あ
る
群
馬
県
の
伊
勢
崎
市
役
所
の
障

害
福
祉
課
で
６
年
間
働
い
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県
前
橋

市
に
あ
る

m
in

a

シ
ョ
ッ
プ
で
み
ぬ
ま
福
祉
会
の
仲
間

達
の
グ
ッ
ズ
と
出
会
い
、
施
設
の
見
学
を
経
て
、
明
る
く

素
敵
な
み
ぬ
ま
福
祉
会
で
自
分
も
働
い
て
み
た
い
と
思

い
、
一
念
発
起
し
、
生
ま
れ
て
初
め
て
地
元
を
離
れ
、
み

ぬ
ま
福
祉
会
へ
転
職
を
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
土
地
勘

も
な
い
状
態
な
の
で
、
必
死
に
こ
れ
か
ら
覚
え
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。（
美
味
し
い
お
店
の
場
所
等
色
々
教
え

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
） 

 

趣
味
は
歌
う
事
が
好
き
で
、
一
人
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行

く
位
歌
う
事
が
好
き
で
す
。
ま
た
、
最
近
一
眼
カ
メ
ラ
を

購
入
し
た
の
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
色
々
な
景
色
等
を

撮
影
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

仲
間
達
の
日
常
が
少
し
で
も
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
一
生
懸
命
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

。 
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              ～今月の各班の想い～ 

  

 

  

    

 

 

 

 

  

 

今年度は、はれが開所しめーべ班の仲間と職員もはれに 

異動しました。仲間は１４人になり、なんだか他の班に 

なったようなさみしさです。いつも盛り上げてくれていた 

仲間は異動になり、めーべ班は「はれ仲間・職員ロス」です。 

そんな中でも、はれに異動した仲間が新たに絵画の活動を 

始めたり、織りの仕事をがんばっているなどはれの様子を 

聞くとなんだがうれしい気持ちになります。めーべ班で培っ 

てきた力が新しい場所で発揮されていて本当に頼もしいです。 

めーべ班の仲間もがんばります。（渡邊） 

 

 

  

 

4月から新しいサンだいちが始まりました。前年度と 

比べて半数以上‘はれ’に行き、残った人は少ない 

ですが、新しい仲間二人と、きらっとからも一人移動 

して来ました。まだ落ち着かない様子もありますが、 

さっそくウエスの注文が多く、仲間皆は仕事に専念し 

ました。仕事をする時はしっかりして、休む時はリラ 

ックスして休みました。７０ｋｇの注文は無事に 

納品する事が出来ました。これからのサンだいちの 

活躍にきたいしています。（安） 

じゅうに 

サンだいち 
 

めーべ 

 

 

 

 

４月２３日、とても良い天気だったので外に出てみんな

でお茶をしました。外に出るには少し段差があるのです

が、みんな勇気を出して一歩外に出ました！金子慎也さん

は陽射しを避けるためにハレに行った黒川さんが育て

た？！琵琶の木の木陰で過ごしました。程よい暖かさが心

地よく、風邪も気持ちよく吹いて素敵な午後の時間を過ご

しました。新しくじゅうに班に仲間として加わった三羽さ

ん、職員の園部さん、沖山さん宜しくお願いします！ 

（大川） 

 

 



先日 

 

 

 

 

 

 

 

のして 

 

  

 

 

 今年度入って、第１回ステンド会議を行ないました。 

作品について話し合う場として、第１回は、新人２人に 

ステンドを教えるかたちで始まりました。先輩の仲間が、 

テープ擦りを実演したり、ガラスカットを教えたりと大 

充実の時間になりました。 

今後も、仲間の新しい新作の発表の機会や次回の作品の 

アイデアを出したりするなど、有効な時間にしていきた 

いです。（渡辺め） 

 

 

 

  

 

 

 

 

や 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  こんねんどもはじまりました。太陽青年隊。 

  あたらしいメンバーがはいったので、 

じこしょうかいをして、それぞれ、けつい 

ひょうめいをしてもらいました。（しょくいん） 

きらっと 

 

    

あおぞら 

青年隊 

 

 

 オレンヂホームから 3 名の仲間が「はれ」に暮らしの場を移しました。斎藤さんと小森谷さんは第 2 ホームで、

栗田さんは第 1 ホームでそれぞれに壮行会（お別れ会）を開きました。ホームスタッフの方々が飾り付けやプレゼ

ントの用意などを準備しました。3 人からは「はれに行っても頑張ります。お世話になりました！」と心強い挨拶

をいただき、大きな拍手で見送られて全員で記念写真を撮りました。3 人がいなくなったホームは 3 部屋が空いた

以上に静かで「さみしいね」という声が聞かれます。いることが当たり前だった人がいなくなることは思っていた

以上にみんなの心に響いてきます。はれに引っ越した 3 人には今まで以上に楽しく充実した暮らしを実現してほし

いと思います。（野崎） 

  

オレンヂホーム 
 

 
仲間１１名職員３名、１４名のきらっとで新年

度スタートしました！そして大きな変化は、活

動場所がアトリエ輪から川口太陽になったこ

と。２つの部屋の分かれて、それぞれの仕事に

取り組んでいます。新しく白井さん、石渡さん

が加わり、新鮮な風を吹かせてくれています。 

                (山内) 

 

 

 



授産報告（4月） 

＜収入＞                   ＜支出＞ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

種目 金額 摘要 

ウエス ￥12,500  

織り ￥8,500  

絵画 ￥197,695  

詩   

古本・古着 ￥4,740  

粘土製品 ￥65,000  

ステンドグラス ￥14,600  

ダンボール作品       

和紙・木工   

牛乳パック ￥10,700  

その他   

給与の為、通帳から

の繰入 

  

前月からの繰入    

合計 ￥313,735  

項目 金額 摘要 

賃金 ￥203,475  

賞与   

材料費   

経費   

その他   

通帳への繰入 ￥110,260  

作品展準備金   

合計 ￥313,735  

～今月の新作～ 

          

            

                   

 

 

 

 

無題 

 （サンだいち）金進 



５月 予定表      

  施設 法人・後援会   施設 法人・後援会 

1 水 仲間出勤  17 金   

2 木 仲間出勤 施設運営担当者会議 18 土 仲間休み  

3 金   19 日   

4 土   20 月  法人事務会議 

5 日   21 火   

6 月   22 水   

7 火  法人研究部 23 木   

8 水   24 金   

9 木   25 土 職員会議・仲間休み みぬま共同墓地落成式 

10 金  法人研修委員会 26 日   

11 土 仲間休み  27 月  集運営会議 

12 日  ふれあいの森まつり 28 火   

13 月 家族会役員会  29 水   

14 火   30 木 家族会  

15 水  常任理事会     

16 木       

 

 

昨今、人との付き合いが希薄な世の中になっています。一緒にいても、会話するのではなく、互いにスマホを

いじっているなんてこともあたりまえになっているみたいですね。 

今年度、私が出会った忘れえぬ人のことを書きたいと思います。そういう人の出会いが、自分の人生を変え、

こうして今みぬまの職員として働き続ける力になっているからです。 

今回は、小学校 4 年生の時の荒川先生。1 年から 3 年までの私の通知表は、2 ばかりで 3 もない状況（5 段階

で）でした。怠けているとか、逃げてばかりと書かれていました。すぐ泣くし、人前で話すこともできない子供

で、友達からはバカにされることも多いほうでした。そんな性格でしたので、自分のことが大嫌いでした。あと

から聴くと親は心配していろいろなところに相談していたみたいです。 

荒川先生は、私の良いところを見つけてくれる人でした。特に、篠崎は体育が素晴らしいと言ってくれ、全校

生徒の前でのラジオ体操係を任せてくれました。特段、体育が素晴らしかったかは分かりませんが、それで自信

がつくと、リレーのアンカーになったり、少年野球のキャプテンになったり。すると、運動以外でも学級委員や

児童会なども任されるようになりました。人前で発言もできるようになり、成績も次第によくなっていきました。

泣いてばかりだった子供がそんな風に変われました。 

自分の気づかない良いところを教えてくれたその先生の存在は、自分のことを好きになるきっかけになり、い

ろいろなことに自信を持つ、持てる、持とうとするきっかけにもなりました。 

本当にその人の良さ見つけるには、その人のことをよく見なければ分からないし、その人を信頼していなけれ

ば見つけられないと思うのです。施設長としてというよりも人として、仲間や職員の本当の良さに気づける人で

ありたいし、そのことを伝えられる人でありたいと思います。 

 

篠崎秀一 
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